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非平坦な Calabi-Yau 多様体内の特殊ラグランジュ部分多様体の幾何構造に興味

を持ち研究を進めている. その研究課題の１つとして, 非平坦な Calabi - Yau 多様

体である階数 1 のコンパクト型対称空間の余接束内の特殊ラグランジュ部分多様体

の構成・分類, それに付随する幾何構造の考察に取り組んでいる.

Harvey と Lawson はキャリブレーションを利用してホモロジー体積最小性を持

つ部分多様体を構成する方法を与え, 特殊ホロノミー群をもつリーマン多様体にお

いて, ホモロジー類内で体積最小となる極小部分多様体の例を数多く構成した. 特

に, Calabi-Yau 多様体の場合, 複素体積形式の実部がキャリブレーションになり, こ

れによってキャリブレートされる部分多様体を特殊ラグランジュ部分多様体という.

Strominger, Yau, Zaslow によって複素 3 次元 Calabi-Yau 多様体の間のミラー対

称性は特殊ラグランジュ トーラスの双対ファイブレーションによって, 幾何学的に

解釈できると予想された. このことからも, 特殊ラグランジュ部分多様体に興味が持

たれている.

プロジェクトの初めとして球面内の余接束内に SO(p) × SO(q) (p + q = n + 1)

の作用で不変な特殊 Lagrange 部分多様体を構成し, 分類をおこなった. これは運動

量写像を用いて余等質性 1 の ラグランジュ部分多様体を構成し, これが特殊ラグラ

ンジュ部分多様体になるための条件を常微分方程式によって与えるという手法であ

る. さらに, この常微分方程式を解析することによって漸近挙動や特異点の様子を調

べることができた. (論文リスト [1])

球面内の等質超曲面は階数 2 の対称空間の線形イソトロピー表現として得られ

ることが知られており Hsiang と Lawson により分類されている. 論文 [1] では

SO(p) × SO(q)の Rp+q への作用の軌道として得られる等質超曲面をもとに議論を

おこなっていることみなすことができる. したがって, この分類を用いて古典型の場

合について論文 [1] と同様に運動量写像を用いる方法でラグランジュ軌道を決定し,

特殊ラグランジュ部分多様体となる条件を求めた. (論文リスト [2]).

間下 克哉氏 (法政大) との共同研究において, 論文 [1], [2] の統一的な拡張として

球面内の等質超曲面から得られる球面の余接束内の余等質性 1の特殊ラグランジュ

部分多様体の完全な分類をおこなった. さらに, 特殊ラグランジュ部分多様体になる

ための条件である微分方程式から, 特異点の分岐の条件, 漸近挙動などの解析をおこ

なった. (論文リスト [3]).


